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天文観測   “何”を測っているのか、!

　 どうして広い領域を掃けば微視的な素粒子のことが分かるのか

1 軽い粒子が存在することで引き起こされる 　” !
“物質分布の滑らかさ”を測定する !
  → ニュートリノ質量•世代数、グラビティーノ質量!
!

2 WIMPダークマターの生成物(e±, γ)を検出!
  → 対消滅断面積、質量

極めて僅かな変動を検出するのが困難

ダークマター由来かどうかを判定するのが困難





密度揺らぎパワースペクトル(の減衰）

5%!
!
!
!
10%

この差を検出

揺らぎの波数 (1/波長） 銀河団のサイズ



大規模構造観測（サーベイ）

銀河分布(SDSS)

水素ガス分布(SKA[将来])

ダークマター分布 (CFHT 重力レンズ, HSC)マイクロ波背景放射



ニュートリノ質量: Planck 衛星 のCMBデータ

ニュートリノ質量(和)

Σ mν < 0.2 eV

ニュートリノ振動の結果も考慮すると!
normal hierarchy で minimum sum ~ 0.05eV, inverted で ~ 0.1eV.!
   将来の宇宙観測で0.01 - 0.1 eV の制限が可能。!
   CMB: Planck + 地上望遠鏡,  銀河サーベイ、重力レンズサーベイ



CDMだけの場合との比

黒塗りは次世代銀河"
サーベイの誤差棒

線形理論

銀河サーベイによる測定
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銀河分布、物質分布、ダークエネルギー、重力理論検証�



世界の動向
欧州Euclid衛星 (2019打ち上げ予定）3次元銀河サーベイ+ 

重力レンズによる 
ダークエネルギーの性質の解明

アインシュタインの相対性理論 
の検証、修正重力理論

空の範囲 (→広い)
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将来のサーベイ計画


